
日本製鉄とトヨタ自動車の対立

対立

ト
ヨ
タ
自
動
車

日
本
製
鉄

輸入鋼材の
比率引き上げも

鋼材価格の
是正を

特許に抵触
しないと確認

電磁鋼板で
特許侵害
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避
難
対
策
弱
者
配
慮
を

救
済
制
度

柔
軟
な
運
用
必
要

受
講
生
の
声

伝
承
の
意
義
痛
感

震
災
発
生
当
日
、
荒
浜
小
に

避
難
し
た
後
、
孤
立
し
た
児
童

た
ち
は
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
救

助
を
待
っ
て
い
た
の
か
。
考
え

て
も
想
像
が
つ
き
ま
せ
ん
。
閖

上
は
か
つ
て
津
波
被
害
を
受
け

た
の
に
、
震
災
当
時
は
閖
上
に

津
波
は
来
な
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
災
害
伝
承
の
大
切
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
。
（
仙
台
市

宮
城
野
区
・
東
北
福
祉
大
１
年

・
斎
藤
佑
成
さ
ん
・

歳
）

再
建
の
苦
労
知
る

長
沼
俊
幸
さ
ん
の
話
を
聞

き
、
被
災
者
は
自
宅
の
再
建
で

二
重
ロ
ー
ン
を
抱
え
た
り
、
災

害
公
営
住
宅
な
ど
に
移
り
住
ん

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
ゼ
ロ
か

ら
つ
く
り
直
し
た
り
、
大
変
な

思
い
を
し
て
い
る
と
知
り
ま
し

た
。
震
災
で
起
き
た
こ
と
や
備

え
の
大
切
さ
を
学
び
、
次
の
世

代
に
伝
え
た
い
。
（
仙
台
市
太

白
区
・
尚
絅
学
院
大
２
年
・
中

島
優
美
佳
さ
ん
・

歳
）

メ モ ３１１「伝える／備える」

次世代塾を運営する推進協議会の構成

団体は次の通り。河北新報社、東北福

祉大、仙台市、東北大、宮城教育大、

東北学院大、東北工大、宮城学院女子

大、尚絅学院大、仙台白百合女子大、

宮城大、仙台大、学都仙台コンソーシ

アム、日本損害保険協会、みちのく創

生支援機構。
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荒浜小と地域の被害について説明する高山さん‖仙台市
若林区 日和山を背に、長沼さんは震災前の閖上の街並み
や暮らしを振り返った‖名取市閖上

東
日
本
大
震
災
の
伝
承
と
防

災
の
担
い
手
育
成
を
目
的
に
河

北
新
報
社
な
ど
が
開
く
通
年
講

座
「
３
１
１
『
伝
え
る
／
備
え

る
』
次
世
代
塾
」
第
５
期
は
９

日
、
第
７
、
８
回
講
座
を
開
き
、

大
学
生

人
が
仙
台
市
若
林
区

の
震
災
遺
構
荒
浜
小
を
見
学
し

た
ほ
か
、
名
取
市
閖
上
地
区
で

津
波
被
害
を
受
け
て
自
宅
を
再

建
し
た
語
り
部
の
話
を
聞
い

た
。荒

浜
小
は
震
災
発
生
後
、
津

波
で
４
階
建
て
校
舎
の
１
、
２

階
が
浸
水
。
受
講
生
は
天
井
や

床
が
壊
れ
た
１
階
廊
下
、
ゆ
が

ん
で
折
れ
た
ベ
ラ
ン
ダ
鉄
柵
な

ど
津
波
の
脅
威
を
物
語
る
校
舎

を
見
学
し
た
。

案
内
役
は
市
嘱
託
職
員
の
高

山
智
行
さ
ん

、
川
村
孝
男

さ
ん

が
務
め
た
。
震
災
当

時
校
長
だ
っ
た
川
村
さ
ん
は

「
２
階
廊
下
に
い
て
靴
が
ぬ
れ

て
い
る
と
思
っ
た
途
端
、
窓
を

破
っ
て
黒
い
水
が
流
れ
込
ん

だ
」
と
振
り
返
っ
た
。

同
校
は
津
波
に
備
え
て
屋
上

へ
の
避
難
訓
練
を
し
て
い
た
。

当
日
、
避
難
し
た
児
童

人
を

含
む
住
民
ら
３
２
０
人
は
孤

立
し
た
が
、
翌
日
以
降
、
救
助

さ
れ
る
な
ど
し
て
無
事
だ
っ

た
。食

料
や
水
は
３
階
に
備
蓄
。

避
難
住
民
か
ら
の
最
初
の
要
望

は
、
お
む
つ
と
生
理
用
品
だ
っ

た
と
い
う
。
川
村
さ
ん
は
「
弱

い
立
場
の
人
に
も
配
慮
し
た
備

え
が
必
要
。
自
分
の
命
も
周
り

の
命
も
助
け
る
方
法
を
考
え
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

受
講
生
は
近
く
に
あ
る
荒
浜

地
区
住
宅
基
礎
群
に
も
足
を
運

び
、
残
さ
れ
た
住
宅
の
一
部
を

見
な
が
ら
、
か
つ
て
の
街
並
み

に
思
い
を
巡
ら
せ
た
。

名
取
市
閖
上
で
は
日
和
山
を

訪
れ
、
閖
上
中
央
町
内
会
長
の

長
沼
俊
幸
さ
ん

が
、
７
９

０
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
閖
上
地

区
の
津
波
被
害
と
、
生
ま
れ
育

っ
た
地
域
の
震
災
前
後
の
変
遷

を
説
明
し
た
。

地
域
で
震
災
前
の
姿
を
残
す

の
は
日
和
山
だ
け
。
長
沼
さ
ん

は
「
震
災

年
で
何
も
変
わ
ら

な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
寂
し

さ
は
増
し
て
い
る
。
年
々
違
う

感
情
が
湧
く
の
も
の
だ
と
知
っ

て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

閖
上
公
民
館
で
は
、
生
活
再

建
の
歩
み
に
つ
い
て
語
っ
た
。

６
年
半
の
仮
設
住
宅
生
活
を
経

て
閖
上
に
自
宅
を
再
建
。
津
波

で
流
失
し
た
家
と
２
軒
分
の
ロ

ー
ン
返
済
を
続
け
る
。

「
二
重
ロ
ー
ン
の
救
済
制
度

は
あ
る
が
使
え
な
か
っ
た
」
と

長
沼
さ
ん
。
「
地
域
の
復
旧
・

復
興
に
住
宅
再
建
は
欠
か
せ
な

い
。
被
災
者
の
実
情
に
合
っ
た

対
応
が
必
要
」
と
強
調
し
た
。

仮
設
住
宅
か
ら
閖
上
の
災
害

公
営
住
宅
に
移
っ
た
も
の
の
、

仮
設
の
友
人
と
離
れ
、
不
安
で

体
調
を
崩
す
高
齢
者
も
。
行
事

で
は
、
以
前
暮
ら
し
た
仮
設
団

地
ご
と
に
人
が
集
ま
る
傾
向
が

あ
る
。
長
沼
さ
ん
は
「
仮
設
暮

ら
し
が
長
過
ぎ
る
の
は
良
く
な

い
。
ま
ち
づ
く
り
に
影
響
が
出

て
い
る
」
と
憂
慮
し
た
。

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

国
際
学
術
会
議
次
期
会
長

小
谷
東
北
大
副
学
長
に
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鷗
外
の
直
筆
原
稿
発
見

新
潮
社

文
豪
ら
の
資
料

点

各
国
を
代
表
す
る
ア
カ
デ
ミ

ー
な
ど
で
構
成
す
る
国
際
学
術

会
議
（
本
部
・
パ
リ
）
は

日

ま
で
に
、
次
期
会
長
に
小
谷
元

子
東
北
大
副
学
長
を
選
ん
だ
。

今
期
の
財
務
担
当
副
会
長
に
は

白
波
瀬
佐
和
子
東
京
大
教
授
を

選
ん
だ
。
同
会
議
に
参
加
す
る

日
本
学
術
会
議
に
よ
る
と
、
会

長
や
副
会
長
に
日
本
人
が
選
出

さ
れ
た
の
は
初
め
て
。

日
に

総
会
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
。

小
谷
氏
の
任
期
は
２
０
２
４

年
か
ら
３
年
間
。
今
期
も
理
事

会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
す

る
。
専
門
は
数
学
・
幾
何
学
。

白
波
瀬
氏
は
社
会
学
が
専
門

で
、
任
期
は
３
年
間
。

選
考
過
程
で
各
国
の
ア
カ
デ

ミ
ー
な
ど
が
会
長
や
副
会
長
な

ど
の
候
補
者
を
推
薦
。
小
谷
氏

は
国
際
数
学
連
合
、
白
波
瀬
氏

は
日
本
学
術
会
議
か
ら
推
薦
が

あ
っ
た
。

国
際
学
術
会
議
は
、
前
身
の

二
つ
の
学
術
団
体
が
統
合
し
て

年
に
設
立
さ
れ
た
。
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ

ー
や
米
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
な

ど
、
１
４
０
以
上
の
国
や
地
域

の
学
術
団
体
が
参
加
し
て
い

る
。

日
本
製
鉄
が
、
電
動
車
の
モ
ー
タ
ー
な
ど
に
使
う
電
磁
鋼

板
を
巡
り
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
と
中
国
の
鉄
鋼
大
手
、
宝
山
鋼

鉄
を
特
許
侵
害
で
提
訴
し
た
。
背
景
に
は
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

）
排
出
量
が
多
い
鉄
鋼
生
産
の
脱
炭
素
技
術
の
確
立
に
向

け
た
覇
権
争
い
も
あ
る
。
国
を
挙
げ
た
資
金
力
を
武
器
と
す

る
中
国
メ
ー
カ
ー
に
対
し
、
日
鉄
は
技
術
を
食
い
物
に
さ
れ

か
ね
な
い
と
徹
底
抗
戦
す
る
構
え
だ
。

流
出

懸
念
し
徹
底
抗
戦

日鉄 トヨタと宝山鋼鉄を提訴

脱炭素技術で

日中覇権争い
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日
本
製
鉄
の
電
磁
鋼
板
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国
の
支
援
乏
し
く

「
わ
れ
わ
れ
は
技
術
立
国
で

や
っ
て
き
た
。
技
術
力
で
稼
い

で
投
資
を
し
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
。
中
国
に
技
術
を
奪
わ

れ
て
黙
っ
て
い
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
」
。
日
鉄
の
関
係
者
は
、

日
付
で
提
訴
に
踏
み
切
っ
た

理
由
に
つ
い
て
強
調
し
た
。

日
鉄
が
危
機
感
を
強
め
る
の

は
、
鉄
鋼
生
産
で
Ｃ

排
出
を

ゼ
ロ
に
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

・
ス
チ
ー
ル
」
の
国
際
的
な
開

発
競
争
が
始
ま
っ
て
い
る
か
ら

だ
。
日
鉄
は
こ
の
実
現
に
は
研

究
開
発
で
５
千
億
円
、
設
備
投

資
で
４
兆
〜
５
兆
円
の
資
金
が

必
要
だ
と
試
算
す
る
。

政
府
は
８
月
、
脱
炭
素
化
に

取
り
組
む
企
業
を
支
援
す
る
た

め
の
２
兆
円
の
基
金
か
ら
、
Ｃ

排
出
を
減
ら
す
製
鉄
法
に
最

大
１
９
３
５
億
円
を
配
分
す
る

こ
と
を
決
定
。
し
か
し
日
鉄
の

橋
本
英
二
社
長
は
、
こ
の
金
額

で
は
激
化
す
る
競
争
を
勝
ち
抜

け
な
い
と
し
て
「
極
め
て
問
題
。

増
額
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
」

と
表
情
を
曇
ら
せ
る
。

宝
山
鋼
鉄
な
ど
を
傘
下
に
持

巻
き
込
ま
れ
た
形

つ
世
界
最
大
手
の
中
国
宝
武
鋼

鉄
集
団
は
、
脱
炭
素
技
術
の
開

発
資
金
と
し
て
５
０
０
億
元

（
約
８
５
０
０
億
円
）
の
支
援

を
中
国
政
府
か
ら
受
け
る
。
一

方
、
日
本
政
府
の
基
金
は
金
額

で
見
劣
り
す
る
上
、
対
象
が
１

社
で
は
な
く
業
界
全
体
と
な
っ

て
い
る
な
ど
、
そ
の
差
は
歴
然

だ
。日

鉄
は
技
術
流
出
に
神
経
を

と
が
ら
せ
て
き
た
。
２
０
１
２

年
に
は
韓
国
の
鉄
鋼
最
大
手
ポ

ス
コ
が
電
磁
鋼
板
の
製
造
技
術

を
盗
ん
だ
と
し
て
訴
訟
を
起
こ

し
た
。

年
に
ポ
ス
コ
か
ら
３

０
０
億
円
の
支
払
い
を
受
け
て

和
解
し
た
。

日
鉄
は
今
回
、
宝
山
鋼
鉄
か

ら
電
磁
鋼
板
を
調
達
す
る
ト
ヨ

タ
と
の
間
で
訴
訟
を
回
避
で
き

る
か
ど
う
か
水
面
下
で
事
前
協

議
を
行
っ
て
い
た
。
た
だ
対
象

特
許
が
日
本
国
内
で
取
得
さ
れ

た
も
の
だ
っ
た
た
め
、
宝
山
鋼

鉄
の
み
を
訴
え
る
の
が
難
し

く
、
ト
ヨ
タ
が
巻
き
込
ま
れ
る

形
と
な
っ
た
と
の
指
摘
も
あ

る
。

又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又

小谷元子氏
東北大ウェブサ
イトより

森鷗外「身上話」冒頭の直筆原稿（ⓒ新潮社）

森鷗外

文
豪
・
森
鷗
外
（
１
８
６
２

〜
１
９
２
２
年
）
の
短
編
小
説

「
身
上
話
」
の
直
筆
原
稿
の
う

ち
１
枚
が
新
潮
社
（
東
京
都
新

宿
区
）
の
社
内
で

日
ま
で
に

見
つ
か
っ
た
。
洋
紙
に
端
正
な

ペ
ン
字
で
つ
づ
ら
れ
て
お
り
、

鷗
外
の
直
筆
原
稿
が
発
見
さ
れ

る
の
は
珍
し
い
と
い
う
。

他
に
も
夏
目
漱
石
や
二
葉
亭

四
迷
ら
明
治
・
大
正
の
文
豪
ら

の
資
料

点
が
同
じ
冊
子
に
貼

ら
れ
て
い
た
。
経
緯
や
資
料
の

詳
し
い
内
容
は
文
芸
誌「
新
潮
」

９
月
号
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

新
潮
社
な
ど
に
よ
る
と
、
冊

子
は
縦
約

㌢
、横
約

㌢
で
、

島
崎
藤
村
、
有
島
武
郎
ら
の
原

稿
や
手
紙
も
含
ま
れ
て
い
た
。

昨
年
末
に
社
長
室
を
大
掃
除
し

た
際
に
見
つ
か
っ
た
。
新
潮
社

を
創
業
し
た
佐
藤
義
亮
（
１
８

７
８
〜
１
９
５
１
年
）
が
、
交

友
の
あ
っ
た
作
家
た
ち
と
の
思

い
出
を
残
す
た
め
に
作
っ
た
と

み
ら
れ
る
。

計

点
の
う
ち
、
藤
村
の
資

料
が
３
点
あ
る
以
外
は
１
人
１

点
で
、
１
点
は
筆
者
不
明
。

「
身
上
話
」
は
「
新
潮
」
で

発
表
さ
れ
、
全
集
に
も
収
録
さ

れ
た
。
海
辺
の
宿
に
宿
泊
中
の

青
年
と
、
そ
こ
で
働
く
女
性
と

の
交
流
を
描
い
て
い
る
。

冊
子
を
調
査
し
た
早
稲
田
大

の
中
島
国
彦
名
誉
教
授
は
「
こ

の
時
代
の
鷗
外
の
直
筆
原
稿
は

ほ
と
ん
ど
残
っ
て
お
ら
ず
貴
重

だ
。
出
版
の
歴
史
を
知
る
上
で

も
重
要
な
資
料
と
い
え
る
」
と

話
し
て
い
る
。

米
大
手
Ｓ
Ｎ
Ｓ

中
国
で
消
滅
へ

リ
ン
ク
ト
イ
ン
撤
退

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】
米

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
傘
下
の
ビ
ジ

ネ
ス
向
け
会
員
制
交
流
サ
イ
ト

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
リ
ン
ク
ト
イ
ン
は

日
、
中
国
で
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
事
業

か
ら
撤
退
す
る
と
発
表
し
た
。

米
紙
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
電
子
版
は
、
こ
れ

に
よ
り
中
国
で
公
式
に
運
営
さ

れ
る
米
大
手
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
消
滅
す

る
と
伝
え
た
。

リ
ン
ク
ト
イ
ン
は
声
明
で
、

撤
退
理
由
に
つ
い
て
「
（
中
国

政
府
か
ら
の
）
法
令
上
の
要
求

が
厳
し
く
、
困
難
な
運
用
環
境

に
直
面
し
た
」
と
説
明
し
た
。

情
報
統
制
を
強
め
る
習
近
平
指

導
部
の
意
向
が
背
景
に
あ
る
と

み
ら
れ
る
。

同
紙
に
よ
る
と
、
リ
ン
ク
ト

イ
ン
は
最
近
、
利
用
者
で
あ
る

中
国
の
人
権
活
動
家
や
学
者
ら

に
対
し
、
禁
止
さ
れ
た
情
報
が

含
ま
れ
て
い
る
と
し
て
プ
ロ
フ

ィ
ル
が
中
国
で
閲
覧
制
限
さ
れ

て
い
る
と
通
知
し
て
い
た
と
い

う
。リ

ン
ク
ト
イ
ン
は
今
年
末
ま

で
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
閉
鎖
し
、
中
国

独
自
の
求
人
関
連
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
る
方
針
を
示
し
た
。
こ
の

サ
ー
ビ
ス
に
は
情
報
共
有
な
ど

Ｓ
Ｎ
Ｓ
機
能
は
含
ま
れ
な
い
と

し
て
い
る
。

リ
ン
ク
ト
イ
ン
は
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
の
転
職
な
ど
に
使
わ
れ

る
。
同
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ

る
と
、
２
０
０
３
年
か
ら
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
、
現
在
は
世
界

約
２
０
０
カ
国
に
７
億
人
以
上

の
利
用
者
が
い
る
と
い
う
。

中
国
版
の
リ
ン
ク
ト
イ
ン
は

年
に
開
設
さ
れ
、
中
国
の
ネ

ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
会
員

は
５
千
万
人
以
上
い
る
と
い

う
。

【北京共同】中国の宝山鋼鉄は

日までに、同社を特許侵害で訴

えた日本製鉄の主張に「同意でき

ない」として、争う方針を示した。

ＡＰ通信などが報じた。

宝山は「当社の権利と利益を断

固として守る」と強調した。日本

製鉄と何度も意思疎通を試みたと

も説明した。
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∪
∪
∪
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∪
∪
∪
∪
∪

▼
災
害
時

道
路

不
安

％

内
閣
府
は

日
、
道
路
に
関
す
る

世
論
調
査
の
結
果
を
公
表
し
た
。
大

地
震
や
大
雨
、
大
雪
な
ど
の
災
害
時
、

自
宅
周
辺
の
道
路
が
壊
れ
た
り
通
れ

な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
に

・
５

％
が
「
不
安
が
あ
る
」
「
や
や
不
安

が
あ
る
」
と
回
答
。
近
年
、
豪
雨
に

よ
る
通
行
止
め
な
ど
が
相
次
ぎ
道
路

の
安
全
に
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
と

み
ら
れ
る
。

災
害
に
備
え
る
た
め
に
必
要
な
道

路
施
策
は
、
複
数
回
答
で
「
電
柱
倒

壊
に
よ
る
道
路
の
寸
断
を
防
ぐ
た
め

の
電
線
類
地
中
化
」
が

・
８
％
で

最
も
多
か
っ
た
。
「
確
実
な
救
急
活

動
や
物
資
輸
送
に
必
要
な
幹
線
道
路

の
整
備
・
改
修
、
複
数
ル
ー
ト
の
確

保
」
が

・
１
％
で
続
い
た
。

力
を
入
れ
て
ほ
し
い
道
路
施
策

（
複
数
回
答
）
で
も
「
災
害
に
備
え

た
対
策
」
（

・
０
％
）
が
最
多
。

次
い
で
「
狭
い
道
路
や
急
カ
ー
ブ
の

改
良
」
（

・
３
％
）
、
「
歩
道
の

設
置
や
拡
幅
、
段
差
解
消
」
（

・

１
％
）
な
ど
だ
っ
た
。

調
査
は
７
〜
８
月
、

歳
以
上
の

国
民
３
千
人
に
質
問
票
を
郵
送
す
る

な
ど
し
、

・
９
％
に
当
た
る
１
６

４
６
人
が
回
答
し
た
。

バスケットボール
選手の胡明軒氏

強
制
労
働
問
題

ア
デ
ィ
ダ
ス
契
約

中
国
選
手
に
処
分

新
疆
出
身
で
非
難
殺
到

【
北
京
共
同
】
中
国
プ
ロ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｃ
Ｂ
Ａ
の
新

疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
出
身
の
ス

タ
ー
選
手
が
、
ド
イ
ツ
の
ス
ポ

ー
ツ
用
品
大
手
ア
デ
ィ
ダ
ス
と

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
契
約
し
、
所
属

チ
ー
ム
か
ら
処
分
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。
中
国
メ
デ

ィ
ア
が

日
ま
で
に
伝
え
た
。

ア
デ
ィ
ダ
ス
は
自
治
区
で
の
強

制
労
働
を
懸
念
す
る
立
場
を
示

し
た
と
し
て
中
国
で
不
買
運
動

の
対
象
に
な
っ
た
経
緯
が
あ

り
、
選
手
へ
の
非
難
が
殺
到
し

て
い
た
。

処
分
さ
れ
た
の
は
広
東
省
の

チ
ー
ム
に
所
属
す
る
胡
明
軒
氏

で
、
２
０
２
０
〜

年
シ

ー
ズ
ン
で
は
決
勝
の
最
優
秀
選

手
（
Ｍ
Ｖ
Ｐ
）
に
選
ば
れ
た
有

力
選
手
。
胡
氏
は
９
月
、
短
文

投
稿
サ
イ
ト
、
微
博
（
ウ
ェ
イ

ボ
）
で
「
ア
デ
ィ
ダ
ス
の
大
家

族
に
加
わ
り
う
れ
し
い
」
と
書

き
込
み
、
契
約
を
結
ん
だ
と
明

か
し
た
。

ア
デ
ィ
ダ
ス
を
巡
っ
て
は
、

今
年
３
月
に
自
治
区
で
の
強
制

労
働
に
懸
念
を
示
す
ブ
ラ
ン

ド
と
中
国
で
報
じ
ら
れ
、
俳
優

ら
が
相
次
い
で
契
約
を
解
除

す
る
騒
ぎ
が
あ
っ
た
。
胡
氏
の

契
約
公
表
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
は
「
新
疆
を
中
傷
し
た

ブ
ラ
ン
ド
に
す
り
寄
っ
た
」
と

批
判
が
相
次
ぎ
、
契
約
解
除
と

謝
罪
を
求
め
る
声
が
強
ま
っ

た
。報

道
に
よ
る
と
、
所
属
チ
ー

ム
は
優
勝
賞
金
を
減
額
す
る

処
分
を
決
定
。
中
国
メ
デ
ィ
ア

は
「
他
の
選
手
に
対
す
る
見
せ

し
め
の
意
味
が
あ
る
」
と
伝
え

た
。

【
ロ
ン
ド
ン
Ａ
Ｆ
Ｐ
時
事
】
ウ
ィ
リ

ア
ム
英
王
子
は

日
放
映
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放

送
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
宇
宙
旅
行
を

批
判
し
、
地
球
規
模
の
問
題
に
も
っ
と

目
を
向
け
る
べ
き
だ
と
の
考
え
を
示
し

た
。
米
Ｓ
Ｆ
テ
レ
ビ
・
映
画
シ
リ
ー
ズ

「
ス
タ
ー
・
ト
レ
ッ
ク
」
の
主
役
を
演

じ
た
俳
優
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ャ
ト
ナ
ー

さ
ん

が

日
に
宇
宙
飛
行
に
成
功

し
た
ば
か
り
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
王
子
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
、
「
次
の
行
き
先
を
見
つ
け
よ
う
と

す
る
の
で
は
な
く
、こ
の
惑
星（
地
球
）

を
修
復
す
る
こ
と
に
世
界
の
偉
大
な

頭
脳
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
」

と
主
張
。

日
か
ら
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
始

ま
る
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第

回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

）
を
前

に
、
世
界
の
指
導
者
に
対
し
、
気
候
変

動
問
題
で
言
葉
で
は
な
く
行
動
を
起
こ

す
よ
う
訴
え
た
。
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恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
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恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
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恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
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恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢

【
モ
ス
ク
ワ
共
同
】
日
本
人
初
の
民
間

人
と
し
て

月
に
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
滞
在
を
目
指
し
て
い
る
衣

料
品
通
販
大
手
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
（
ゾ
ゾ
）
創
業

者
前
沢
友
作
氏

の
ロ
シ
ア
で
の
訓
練

が

日
、
メ
デ
ィ
ア
に
公
開
さ
れ
た
。
前

沢
氏
は
記
者
会
見
を
行
い
「
わ
く
わ
く
が

高
ま
っ
て
い
る
。
怖
さ
や
不
安
は
今
の
と

こ
ろ
な
い
」
と
宇
宙
飛
行
へ
の
意
気
込
み

を
語
っ
た
。

訓
練
は
モ
ス
ク
ワ
郊
外
の
「
星
の
町
」

に
あ
る
ガ
ガ
ー
リ
ン
宇
宙
飛
行
士
訓
練
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
計
約
１
０
０
日
間
に
わ
た

り
実
施
中
。
こ
の
日
は
Ｉ
Ｓ
Ｓ
で
火
災
や

減
圧
と
い
っ
た
緊
急
事
態
が
起
き
た
こ
と

を
想
定
し
た
訓
練
が
行
わ
れ
、
前
沢
氏
は

真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で
い
た
。

前
沢
氏
は
記
者
会
見
で
、
こ
れ
ま
で
の

訓
練
で
は
無
重
力
空
間
の
体
験
が
印
象
深

か
っ
た
と
し
「
最
初
は
手
足
を
ば
た
ば
た

さ
せ
て
し
ま
っ
た
」
と
笑
顔
で
振
り
返
っ

た
。
Ｉ
Ｓ
Ｓ
滞
在
に
は
「
大
き
な
責
任
を

感
じ
て
い
る
。
民
間
人
な
ら
で
は
の
視
点

で
発
信
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

宇
宙
で
や
り
た
い
こ
と
を
１
０
０
個
準

備
し
て
い
る
と
し
、
中
で
も
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
が
楽
し
み
だ
と
い
う
。
宇
宙
を
夢
見
る

子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

「
夢
は
か
な
う
。

・
９
パ
ー
セ
ン
ト
は

自
分
次
第
だ
」
と
強
調
し
た
。

前
沢
氏
は
米
宇
宙
旅
行
会
社
ス
ペ
ー
ス

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
と
の
契
約
を
通
じ
、

ロ
シ
ア
の
ソ
ユ
ー
ズ
宇
宙
船
に
搭
乗
。

月
８
日
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
バ
イ
コ
ヌ
ー

ル
基
地
か
ら
出
発
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に

日
間

滞
在
す
る
。
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
平
野
陽
三
氏

と
ロ
シ
ア
人
宇
宙
飛
行
士
が
同
行
す

る
。

地球修復に頭脳集中を 英王子が批判

前沢氏 わくわく高まる ロで訓練公開

日

モ
ス
ク
ワ
郊
外
の

星
の
町

に
あ
る
ガ
ガ
ー
リ

ン
宇
宙
飛
行
士
訓
練
セ
ン
タ
ー
で

訓
練
を
行
う
前
沢

氏

左

ら

ⓒ
Ｙ
ｕ
ｓ
ａ
ｋ
ｕ

Ｍ
ａ
ｅ
ｚ
ａ
ｗ
ａ
提
供
・
共
同

繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭繭

宇
宙
旅
行
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
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⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
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⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

(４)２０２１年(令和３年)１０月１６日(土曜日) (４)２０２１年(令和３年)１０月１６日(土曜日)


